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●令和４年度 当初予算 35 億 4600 万円（3 月議会定例会）

●ダム建設は認めるのか（一般質問）

●地域おこし協力隊です。（村人インタビュー）
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新年度

予算
　

令
和
４
年
第
1
回
定
例
会
を
3
月
9
日
（
木
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま
で
の
７
日
間
開
催
。

　

内
容
は
人
事
案
件
1
件
、
条
例
制
定
・
改
正
案
件
8
件
、
工
事
請
負
契
約
案
件
1
件
、

規
約
変
更
案
件
1
件
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算
案
件
8
件
、
令
和
4
年
度
当
初
予
算
案
件

10
件
の
計
29
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
で
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
」
を

承
認
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
4
名
の
議
員
が
ダ
ム
問
題
、
道
の
駅
、
危
機
管
理
、
避
難
所
等
に
つ

い
て
執
行
部
に
質
し
た
。

自主財源
5億6,122万1千円

（15.8％）

自主財源
5億6,122万1千円

（15.8％）

村税
2億1,791万6千円

（6.1％）

村税
2億1,791万6千円

（6.1％）

寄付金
2,150万2千円
（0.6％）

寄付金
2,150万2千円
（0.6％）

財産収入
4,447万5千円（1.3％）

財産収入
4,447万5千円（1.3％）

繰入金
1億9,192万3千円

（5.4％）

繰入金
1億9,192万3千円

（5.4％）

繰越金
5,000万円
（1.4％）

繰越金
5,000万円
（1.4％）

諸収入
1,734万4千円
（0.5％）

諸収入
1,734万4千円
（0.5％）

地方譲与税等
1億1,220万2千円

（3.2％）

地方譲与税等
1億1,220万2千円

（3.2％）地方交付税
11億5,000万円
（32.4％）

地方交付税
11億5,000万円
（32.4％）

国庫支出金
4億8,530万2千円

（13.7％）

国庫支出金
4億8,530万2千円

（13.7％）

県支出金
8億3,416万1千円

（23.5％）

県支出金
8億3,416万1千円

（23.5％）

村債
4億360万円
（11.4％）

村債
4億360万円
（11.4％）

分担金及び負担金
327万9千円（0.1％）
分担金及び負担金

327万9千円（0.1％）

使用料及び手数料
1,478万2千円（0.4％）

使用料及び手数料
1,478万2千円（0.4％）

依存財源
29億8,526万5千円

（84.2％）

依存財源
29億8,526万5千円

（84.2％）

歳 入 総 額
35億4,648万6千円

歳 入 総 額
35億4,648万6千円

35億4,600万円

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

9,00

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500
（千円）

2,011,1872,011,187
2,200,5912,200,591

2,490,4952,490,495

2,991,7552,991,755
2,864,7942,864,794 3,015,3143,015,314

2,531,2682,531,268
2,568,1602,568,160 2,771,9232,771,923

2,333,3312,333,331
2,322,5022,322,502

2,735,4292,735,429

3,546,4863,546,486

3,920,4883,920,4881,3801,380
1,3541,3541,3371,337

1,3081,308
1,2621,2621,2411,241

1,2081,208
1,1691,169

1,1361,1361,1151,115
1,0871,087

1,0581,058
1,0021,0021,0221,022

（人）

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

平
成
31
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

当初予算額
人口

当初予算と人口の推移

※住民基本台帳毎年３月末現在人口
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令和４年
第１回定例会

令和４年度当初予算対前年度比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　    　    （単位：千円、％）

会計名 令和４年度 令和３年度 対前年度
増減額 増減率

一 般 会 計 3,546,486 2,735,429 811,057 29.7
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 165,425 184,241 △ 18,816 △ 10.2
ダ ム 対 策 事 業 特 別 会 計 308 308 0 0.0
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 70,813 38,626 32,187 83.3
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 21,035 13,704 7,331 53.5
介 護 保 険 特 別 会 計 222,212 229,807 △ 7,595 △ 3.3
代替地上下水道事業特別会計 17,498 17,528 △ 30 △ 0.2
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 27,927 25,995 1,932 7.4
墓 地 公 園 特 別 会 計 299 321 △ 22 △ 6.9
情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 107,681 39,768 67,913 170.8
特 別 会 計 　 小 計 633,198 550,298 82,900 15.1

合　　計 4,179,684 3,285,727 893,957 27.2

議会費
5,286万2千円
（1.5％）

議会費
5,286万2千円
（1.5％）

総務費
5億7,559万5千円

（16.2％）

総務費
5億7,559万5千円

（16.2％）

民生費
3億361万8千円
（8.6％）

民生費
3億361万8千円
（8.6％）

衛生費
1億5,249万1千円

（4.3％）

衛生費
1億5,249万1千円

（4.3％）

商工費
9,548万7千円
（2.7％）

商工費
9,548万7千円
（2.7％）

農林水産業費
3億2,689万3千円

（9.2％）

農林水産業費
3億2,689万3千円

（9.2％）

教育費
1億7,718万8千円

（5.0％）

教育費
1億7,718万8千円

（5.0％）

災害復旧費
8億7,639万9千円

（24.7％）

災害復旧費
8億7,639万9千円

（24.7％）

公債費
3億4,574万円
（9.7％）

公債費
3億4,574万円
（9.7％）

予備費
200万円
（0.1％）

予備費
200万円
（0.1％）

土木費
3億5,209万3千円

（9.9％）

土木費
3億5,209万3千円

（9.9％）

消防費
2億8,612万円
（8.1％）

消防費
2億8,612万円
（8.1％）

歳 出 総 額
35億4,648万6千円

歳 出 総 額
35億4,648万6千円

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
木
下
村
長

は
、
第
６
期
五
木
村
基
本
構
想
（
令
和
元
年
度
〜
令

和
10
年
度
）
に
示
さ
れ
る
村
の
課
題
解
決
に
向
け
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
図
り
な
が
ら
、
暮

ら
し
の
維
持
、
医
療
福
祉
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
新
た

な
取
り
組
み
と
、
各
産
業
分
野
の
担
い
手
対
策
な
ど

着
実
に
進
め
る
と
し
て
、
次
の
４
項
目
を
重
点
項
目

と
し
て
今
回
の
定
例
会
に
提
案
し
た
。

〈
重
点
項
目
〉

１
．
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
に
資
す
る
施
策

２
．
高
齢
者
の
総
合
サ
ポ
ー
ト
と
村
民
の
健
康
づ
く

り
に
資
す
る
施
策

３
．
地
場
産
業
と
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
資
す
る

施
策

４
．
流
水
型
ダ
ム
に
関
わ
る
振
興
、
再
建
に
資
す
る

施
策
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―　第１回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
全員賛成

議案第３号 五木村課設置条例及び五木村森林づくり推進協
議会設置の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第４号 五木村一般職の職員の給与に関する条例及び五木村一般職
の任期付き職員の採用等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第５号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第６号 五木村消防団の設置等に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第７号 報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第８号 五木源パークの設置及び管理に関する条例の一
部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第９号 五木村国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１０号 五木村長寿祝金給付条例の制定について ○ × × ○ ○ ○ × 原案可決
賛成多数

議案第１１号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１２号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務
の変更及び規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第１３号 令和３年度五木村一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１４号 令和３年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１５号 令和３年度五木村ダム対策事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１６号 令和３年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１７号 令和３年度五木村介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１８号 令和３年度五木村代替地上下水道事業特別会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第１９号 令和３年度五木村墓地公園特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２０号 令和３年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２１号 令和４年度五木村一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２２号 令和４年度五木村国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２３号 令和４年度五木村ダム対策事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２４号 令和４年度五木村簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２５号 令和４年度五木村農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２６号 令和４年度五木村介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２７号 令和４年度五木村代替地上下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２８号 令和４年度五木村後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２９号 令和４年度五木村墓地公園特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第３０号 令和４年度五木村情報通信事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

議案第10号の反対討論：長寿祝金条例の中に、引き続き５年以上村内に居住している高齢者との条件は再考すべきではないか。
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見てみよう令和４年度予算（歳入）
　令和 4 年度の一般会計予算は、35 億 4,648 万 6,000 円で可決しました。
　その中の歳入　　・自主財源　　５億 6,122 万 1,000 千円
　　　　　　　　　・依存財源　29 億 8,526 万 5,000 千円
　そこで、依存財源の内、熊本県から五木村への補助金・負担金・委託金として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８億 3,416 万 1,000 円となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　（単位：円）

県負担金　  30,261,000 円 民生費負担金 23,942,000
衛生費負担金 3,000
後期高齢者医療 6,316,000

県補助金　797,274,000 円 総務費補助金 土地、電源立地 5,692,000
五木村振興（ふるさと計画） 46,260,000
五木村振興（再建計画） 90,596,000
球磨川防災・減災 47,056,000
熊本地震復興 3,645,000
令和 2 年 7 月豪雨被災者支援 930,000
県移住定住促進すまい支援 1,000,000

民生費補助金 2,555,000
衛生費補助金 691,000
農林水産費補助金 58,681,000
教育費補助金 16,000
災害復旧費補助金 540,152,000

県委託金　　 6,626,000 円 総務費委託金 6,476,000
農林水産業費委託金 150,000

支出金県　　合計 834,161,000

　令和４年１月26日、第１回五木村議会臨時会を開会。会期を１月26日の１日限りとし、
五木村一般会計予算に2,250 万円を追加補正し、総額29億 5,418 万 9千円を上程し、
議題とした。補正内容は、新型コロナウイルス感染症が長期化する中、速やかに生活・暮ら
しの支援が受けられるよう、住民税非課税世帯と家計急変世帯に対し、一世帯当たり10万
円の臨時特別給付金を給付するもので、全会一致で可決した。

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金　2,250 万円の補正

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第1号 令和3年度五木村一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決　全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

第１回
臨時会
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　令和4年3月22日、第2回五木村議会臨時会を開会し、令和3年度五木村一般会計予算
に211万2千円を補正し、総額29億7,209万1千円を上程された。補正内容は、マイナンバー
カードの利便性向上を図るため、転入・転出手続きのワンストップ化を推進するためのシステム改
修で、全会一致で可決した。

　令和4年3月29日、第3回五木村議会臨時会を開会。令和3年度五木村一般会計予算か
ら490万8千円を減額し、総額29億6,718万3千円を上程された。減額は事業の精算によ
るものである。また、令和4年度への繰越明許費として災害復旧工事などを含む5億3,669万
1千円も上程された。議会からも議員提案として、4月1日からふるさと振興課が廃止され、農
林課が産業振興課となることから、委員会条例の一部改正についても上程した。議案はすべて全
会一致で可決された。

第２回
臨時会

第３回
臨時会

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第31号 令和３年度五木村一般会計補正予算（第９号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 原案可決　全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第32号 令和３年度五木村一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決　全員賛成
議員提案第３号 五木村議会委員会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決　全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

住民基本台帳システム改修業務委託料に
211 万円の補正

令和 4 年度への繰越明許費等を可決

村道川辺川線の被災状況



村政
を
問う
一般質問

ダム建設は認めるのか
木下村長　まだ認めてはいない
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ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

村
、
村
議
会
を
無
視
し
た

ダ
ム
計
画
を
容
認
す
る
の
か
。

も
っ
と
協
議
が
必
要
で
、

ま
だ
決
め
て
は
い
な
い
。

今
回
の
提
案
理
由
の
中
で
、

流
水
型
ダ
ム
に
係
る
振
興
再
建
に

資
す
る
施
策
と
あ
る
が
、具
体
的

な
中
身
を
伺
い
た
い
。

従
前
の
ダ
ム
事
業
等
で
手

が
付
け
て
い
な
い
右
岸
道
路
整
備

な
ど
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
。
国

県
に
は
支
援
や
提
案
を
い
た
だ

き
、
村
の
課
題
に
つ
い
て
訴
え
て

い
き
た
い
。

今
の
答
弁
は
前
と
同
じ
で

進
展
が
な
い
。
も
っ
と
具
体
的
な

施
策
が
聞
き
た
い
。

具
体
的
な
案
は
議
会
と
協

議
の
場
で
議
会
の
皆
さ
ん
の
知
恵

を
お
借
り
し
、
国
県
に
お
願
い
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

国
県
が
あ
ま
り
言
わ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
聞
い

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
頭
地

代
替
地
を
見
て
も
わ
ず
か
に
残
っ

た
土
地
も
村
営
住
宅
等
を
つ
く
り

車
を
置
く
場
所
も
な
い
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
が
。

議
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

協
議
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

何
人
い
て
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
３
人
で
、
業
務
は
観

光
振
興
の
支
援
、
社
会
体
育
業
務

の
支
援
、
移
住
・
定
住
の
促
進
業

務
の
３
つ
の
業
務
と
な
っ
て
い
る
。

長
崎
の
五
島
市
で
は
五
木

と
同
じ
く
ら
い
の
町
で
鹿
対
策
に

協
力
隊
の
方
に
ハ
ン
タ
ー
を
し
て

も
ら
い
、
加
工
し
て
ジ
ビ
エ
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
を
販
売
し
全
国
的
に

話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
猟
友
会

と
協
力
し
て
そ
う
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。令

和
４
年
度
で
こ
う
い
っ

た
事
業
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

環
境
整
備
を
し
て
募
集
し
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

田山 淳士 議員
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道
の
駅
、
温
泉
館
の
食

事
処
の
問
題
点
に
つ
い
て

各
施
設
の
状
況
等
を
取
締

役
会
議
で
協
議
さ
れ
て
い
る
か
。

月
１
回
の
定
例
会
議
で
各

部
門
の
報
告
、
税
理
士
の
経
営
指

導
も
受
け
、
各
種
の
改
善
等
の
会

議
を
し
て
い
る
。

道
の
駅
は
観
光
客
や
交
通

量
も
少
な
く
、
収
益
は
厳
し
い
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
商
店
も
少
な

く
生
活
用
食
料
品
等
を
販
売
す
る

な
ど
、
村
民
に
還
元
す
る
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

買
い
物
支
援
の
件
は
議
会

と
協
議
し
た
経
緯
も
あ
り
、
今
社

会
福
祉
協
議
会
で
一
部
商
品
を
届

け
て
い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
で

や
る
か
検
討
し
た
い
。

道
の
駅
は
物
産
館
と
温
泉

館
が
離
れ
、
施
設
も
老
朽
化
し
て

い
る
。
改
修
の
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

郡
内
の
各
施
設
も
経
営
は

厳
し
い
。
道
の
駅
も
オ
ー
プ
ン
し

て
18
年
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
改
修
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
現
在
道
の
駅
周
辺
施
設
の
改

修
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

「
く
ね
ぶ
」
で
の
特
産
物

の
計
画
も
あ
る
が
、
ほ
か
の
特
産

物
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

味
噌
加
工
場
を
活
用
し
て

「
く
ね
ぶ
」
の
商
品
化
を
考
え
て

い
る
。
そ
の
他
の
特
産
物
も
計
画

し
た
い
。物

産
館
に
食
事
処
を
つ
く

る
か
温
泉
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す
る

か
村
長
の
考
え
は
。

渓
流
ヴ
ィ
ラ
の
シ
ェ
フ
を

募
集
し
て
お
り
、
応
募
が
あ
れ
ば

温
泉
セ
ン
タ
ー
に
食
事
処
を
考
え

て
い
る
が
、
厨
房
な
ど
使
い
勝
手

が
悪
く
、
検
討
が
必
要
と
思
っ
て

い
る
。

本
村
の
農
地
は
面
積
が
小

さ
く
、
農
産
物
生
産
も
コ
ス
ト
高

で
あ
る
。
二
次
、
三
次
加
工
し
付

加
価
値
を
付
け
る
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
。

今
回
初
め
て
農
業
支
援
を

行
う
計
画
で
、
若
い
方
が
農
産
物

生
産
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
、
道
の

駅
に
農
産
物
が
集
ま
る
よ
う
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

温
泉
は
村
民
の
福
利
厚
生

の
場
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
入
浴
施

設
へ
温
泉
を
パ
イ
プ
で
送
る
等
の

考
え
は
な
い
か
。

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
社
会
福
祉
協
議
会
へ
温
水

を
パ
イ
プ
で
送
る
に
は
温
度
低
下

な
ど
課
題
も
あ
る
。

流
水
型
ダ
ム
問
題
も
あ
る

な
か
で
、
国
県
に
対
し
て
各
施
設

の
改
修
を
要
望
す
る
た
め
に
も
早

急
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
の
振
興
の
中
で
国
県
に

各
施
設
の
問
題
点
改
修
等
の
支
援

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

森
林
が
２
５
，０
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
村
と
し
て
、
森

林
の
課
す
Ｃ
Ｏ
２

、
温
暖
化
、
保

水
能
力
等
の
機
能
等
を
今
回
の
計

画
で
ど
う
取
り
組
む
の
か
、
ど
の

よ
う
な
計
画
か
。

小
水
力
発
電
、
地
域
防
災

用
の
蓄
電
池
等
の
モ
デ
ル
地
域
を

つ
く
り
、
電
力
の
地
産
地
消
に
向

け
た
新
電
力
会
社
を
五
木
村
に
作

り
、
村
民
に
安
い
電
気
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

道の駅等各施設の改修が必要で
は
木下村長　村の振興の中で改修を検討する

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村政
を
問う
一般質問

藤本 新一 議員

道の駅　五木温泉　夢唄

質
問
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村政
を
問う
一般質問

村
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
自
然
災
害
、
疫
病
、
伝
染
病

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
区
別
し
て
あ
る
の
か
。

自
然
災
害
に
は
毎

年
防
災
計
画
を
更
新
、
五
木
村
自

然
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
、
疫

病
な
ど
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
も
対
応

す
る
、
五
木
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。２

月
15
日
に
村
内
で
初

め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
者
が
確
認
さ
れ
3
月
に
入
り
１

件
、
２
件
と
発
生
状
況
と
な
っ
た

が
、
そ
の
間
の
村
の
対
応
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

人
吉
保
健
所
か
ら
個
人
情

報
を
除
い
た
感
染
情
報
を
い
た
だ

き
、
３
密
の
回
避
、
手
洗
い
、
う

が
い
等
を
十
分
や
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
学
校
、
各
事
業
所
、
道
の
駅
、

温
泉
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
さ

れ
る
よ
う
対
策
を
お
こ
な
っ
た
。

感
染
状
況
の
不
安
解
消
策

と
し
て
「
い
つ
き
ち
ゃ
ん
ネ
ル
」

を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

い
ま
、
広
報
で
は
夕
方
に

行
っ
て
い
る
が
、
改
め
て
い
つ
き

ち
ゃ
ん
ネ
ル
で
広
報
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

近
隣
の
市
町
村
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
本
人
の
家
族
が
、
誹
謗
中
傷
で

引
っ
越
し
を
さ
れ
た
事
例
が
あ

る
。
情
報
を
収
集
し
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

庁
内
職
員
も
含
め
て
い
つ

き
ち
ゃ
ん
ネ
ル
な
ど
で
誹
謗
中
傷

が
無
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

就
業
者
支
援
に
つ
い

て
村
長
は
、
就
業
支
援
の
考

え
方
、
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。現

在
商
工
観
光
関
係
の
振

興
は
、
ふ
る
さ
と
振
興
課
が
、
農

林
業
に
つ
い
て
は
、
農
林
課
が
担

当
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
産

業
全
体
を
包
括
す
る
「
産
業
振
興

課
」
を
設
置
し
て
補
助
金
体
系
を

1
つ
に
、
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
し
て

い
き
た
い
。林

業
担
い
手
育
成
補
助
金

１
，６
８
０
万
円
が
あ
る
が
、
林

業
大
学
校
卒
業
者
ま
た
は
、
村
内

事
業
所
へ
の
就
業
支
援
策
と
し
て

あ
る
の
か
。

林
業
事
業

体
に
月
給
制
の
導

入
、
年
休
、
社
会

保
障
制
度
へ
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
規
起
業

家
支
援
と
し
て
新

た
に
助
成
を
計
上

し
た
。

林
業
大
学

校
卒
業
者
へ
五
木

村
の
事
業
体
へ
の

就
職
の
斡
旋
な
ど

は
、
行
わ
れ
て
な

い
の
か
。村

内
の
事

業
体
と
の
交
流
の

機
会
は
あ
る
。
コ
ロ
ナ
過
の
中

で
そ
う
い
う
場
が
作
れ
て
な
か
っ

た
、
令
和
４
年
度
で
は
五
木
村
の

良
さ
、
定
住
も
含
め
て
支
援
し
て

行
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

不安解消策は
木下村長　いつきちゃんネルで

五木村災害対応マニュアル

早田 吉臣 議員

村
長

質
問
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村政
を
問う

全
地
区
の
避
難
所
室

内
環
境
に
つ
い
て

例
年
、
梅
雨
末
期
や
台
風

接
近
の
為
、
命
を
守
る
行
動
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
７
月
か

ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
避
難
所
を

利
用
す
る
こ
と
が
あ
り
、
夏
期
に

は
気
温
が
上
昇
し
、
避
難
生
活
の

妨
げ
に
な
り
、
室
内
環
境
を
良
く

す
る
為
に
対
策
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
村
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

災
害
避
難
、
梅
雨
の
時

期
と
か
台
風
の
時
期
と
か
多
く
な

る
。
東
小
学
校
体
育
館
や
宮
園
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
移
動
型
の
大

型
ク
ー
ラ
ー
を
検
討
し
た
が
、
総

合
的
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、

費
用
対
効
果
や
停
電
時
な
ど
を
考

え
断
念
し
た
。
今
回
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

宣
言
の
中
で
、
避
難
所
に
つ
い
て

も
非
常
用
電
源
と
し
て
蓄
電
池
の

設
置
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
避

難
さ
れ
た
方
々
が
し
っ
か
り
健
康

状
態
を
保
て
る
よ
う
な
環
境
に
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

端
海
野
キ
ャ
ン
プ
場
に

つ
い
て昨

年
、
議
会
の
経
済
常
任

委
員
会
で
は
、
改
修
に
も
多
大
な

経
費
が
必
要
で
、
利
用
客
も
年
々

減
少
し
て
お
り
、
解
体
に
向
け
て

検
討
す
る
よ
う
報
告
し
て
い
た

が
、
現
在
、
建
物
自
体
が
動
物
の

住
み
家
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
早
く
解
体
し
、
そ
の
後
の
利

用
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
関
係
機
関
と

調
整
し
な
が
ら
、
解
体
後
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
大
滝
や
白
滝
公

園
、
大
通
峠
公
園
、
そ
の
横
に
モ

デ
ル
林
な
ど
西
エ
リ
ア
全
体
を
捉

え
て
総
合
的
な
連
携
を
考
え
な
が

ら
計
画
を
策
定
し
た
い
。

避難所の室内環境対策は
木下村長　早く進めて参りたい

一般質問

質
問

質
問

村
長

村
長

園田 良治 議員

端海野キャンプ場　バンガロー端海野キャンプ場　トイレ
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Ꮇ་चϐـ޽Ϝؐܢ

　村の分収林の取り扱いについて、９月から現地調査を含め４
回協議を行い、３月定例会に報告した。
　分収林の契約満了に伴う財産処分において、契約林が地形や
土壌などの条件により搬出困難や立木の生育状況が厳しい場
合、今後の処分方法について協議した。原則としてはこれまで
同様、立木を伐採しその売払い分の収益を村と土地所有者で分
配するが、条件が悪く収益は見込めない場合は、土地所有者と
協議をしながら基本方針（フロー図）の基に対応していくべき
と考え、これまで長期にわたり造林してきた経緯を踏まえ両者
に少しでもメリットがある方法を選択するよう報告した。
　また、令和４年１月に下谷地区から要望があった「下谷地区
給水施設の改修に対する要望書」と令和２年７月豪雨により被
災している「平瀬地区簡易給水施設の復旧について」現地調査
を行い次のように報告した。
　両施設とも、生活に欠かすことのできない施設であり、将来
の維持管理を見据えて、地区の意見や専門知識のもと調査を前
提に改修や復旧が急務である。また、事業費についても国や県
の交付金等の財源確保にも十分検討するよう報告した。

चϐـ޽Ϝؐܢ

九折瀬地区の被災家屋　現地視察

分収林　現地視察

簡易給水施設　現地視察

Ꮻգचϐـ޽Ϝؐܢ

　令和３年 12 月に九折瀬地区からの「平成 24 年７月 12 日九州北部豪雨による九折瀬地区家屋被災に伴う公
費解体の要望書」について、現地調査を行い３月定例会で次のように報告した。
　公費による解体は、現状では非常に厳しい状況であり、村に今後の対応として県内の補助制度も参考にし
ながらこの地区だけでなく、村全体を対象とした空き家対策とその活用や振興策を検討されるよう要望した。
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４
月
13
日
（
水
）
に
、
川
辺

川
ダ
ム
促
進
協
議
会
（
会
長
：

森
本
錦
町
長
）
の
全
市
町
村
長

（
五
木
村
、
相
良
村
を
除
く
）
が

五
木
村
を
訪
れ
、
令
和
2
年
7

月
豪
雨
災
害
を
受
け
、
蒲
島
熊

本
県
知
事
が
国
に
要
請
し
た「
流

水
型
ダ
ム
」
の
早
期
建
設
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
五
木
村
振
興
に
つ

い
て
も
、
流
域
全
体
で
支
援
し

て
い
き
た
い
と
挨
拶
。
岡
本
議

長
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

国
・
県
に
対
し
て
「
流
水
型
ダ

ム
の
全
容
が
わ
か
ら
な
い
状
況

で
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
、
村
の
振
興
、
再
建
が
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な

い
以
上
、
現
時
点
で
は
到
底
容

認
で
き
な
い
」
と
表
明
し
て
い

る
こ
と
、
五
木
村
振
興
に
も
ご

支
援
い
た
だ
け
る
よ
う
挨
拶
し

た
。
ま
た
、
早
田
ダ
ム
対
策
調

査
特
別
委
員
長
か
ら
は
、
平
成

22
年
12
月
に
決
議
し
た
「
川
辺

川
ダ
ム
計
画
に
対
す
る
次
世
代

を
担
う
五
木
村
民
へ
の
伝
言
に

つ
い
て
」
も
紹
介
し
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
重
ね
て
理
解
を
求

め
た
。

　

松
岡
人
吉
市
長
や

松
谷
球
磨
村
長
か
ら

も
こ
れ
ま
で
下
流
域

の
た
め
に
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
に
対
し

て
お
詫
び
が
あ
り
、
流

水
型
ダ
ム
へ
の
理
解

と
五
木
村
振
興
は
下

流
域
の
責
務
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
認

識
し
て
ほ
し
い
。」、

「
五
木
ダ
ム
建
設
も
要

望
し
て
ほ
し
い
」、「
日

本
最
大
の
流
水
型
ダ

ム
で
あ
る
な
ら
最
大

級
の
振
興
が
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

川辺川ダム促進協議会との懇談会（令和4年4月13日）
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な
い
為
、
最
近
で
は
個
人
的
に
移
住
し
て
来
た
方

に
お
話
し
を
伺
い
に
い
っ
た
り
、
困
っ
た
事
は
な

い
か
な
ど
声
か
け
を
し
た
り
し
て
移
住
者
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
協
力
隊
で
移
動

茶
屋
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
村
の

方
と
の
関
わ
り
が
持
て
た
ら
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら
お
気
軽
に
声
を
か
け
て

頂
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
五
木
村
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　

引
っ
越
し
て
来
た
時
に
、
最
寄
り
の
ス
ー
パ
ー

ま
で
40
分
程
か
か
る
と
聞
い
て
衝
撃
を
受
け
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
車
の
運
転
が
苦
手
な
の
で
、

慣
れ
る
ま
で
数
週
間
か
か
り
ま
し
た
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
こ
こ
で
の
生
活
リ
ズ
ム
に
も
慣
れ
ま
し

た
。

　

地
域
の
方
に
も
恵
ま
れ
、
地
区
の
清
掃
や
集
ま

り
に
も
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

元
々
自
然
が
大
好
き
で
、
せ
っ
か
く
水
の
綺
麗

な
場
所
に
住
め
る
の
だ
か
ら
渓
流
釣
り
を
始
め
た

い
と
村
に
来
る
前
か
ら
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

幸
い
す
ぐ
に
釣
り
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
は
3

月
の
解
禁
か
ら
休
み
の
日
の
ほ
と
ん
ど
を
釣
り
に

費
や
す
程
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。

●
村
や
議
会
に
対
し
て
の
要
望
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　

高
齢
化
率
の
高
い
五
木
村
に
於
い
て
、
移
住
定

住
は
と
て
も
大
き
な
課
題
と
言
え
る
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
、
更
な
る
空
き
家
の
対
策
や
移
住
者
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
に
関
し
て
、
村
全
体
で
手
厚
く

対
応
し
て
い
く
事
で
結
果
も
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

４日 五木村成人式（全議員）
５日 出初式（全議員）

11日 川辺川ダム対策調査特別委員会（各委員）
12日 定例全員協議会（全議員）
 定例郡議長会議（岡本議長）
 広報委員会（第1回）
20日 広報委員会（第2回）
 経済常任委員会（各委員）
24日 広報委員会（第3回）
25日 例月監査（田山監査委員）
 県議長研修会（岡本議長）
26日 第1回議会臨時会（全議員）

７日 総務常任委員会（各委員）
８日 人吉下球磨・上球磨消防組合議会意見交換会（川邉議員）
９日 定例全員協議会（全議員）

10日 定例郡議長会議（岡本議長）
15日 経済常任委員会（各委員）
 国交省説明（全議員）

24日 例月監査（田山監査委員）
 人吉下球磨消防組合議会臨時会（川邉議員）
 下球磨町村議会正副議長会研修会（各議員）
25日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）

１日 議会運営委員会（各委員）
２日 定例全員協議会（全議員）
３日 定例郡議長会議（岡本議長）

  ９日 第1回議会定例会開会（全議員）～ 15日閉会
18日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
22日 第2回議会臨時会（各議員）
23日 臨時全員協議会（全議員）
24日 例月監査（田山監査委員）
 新議員研修会（園田議員）
25日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）
27日 人吉市役所新庁舎落成式・市制施行80周年記念合同式典
 （岡本議長）
29日 第3回議会臨時会（全議員）

●
自
己
紹
介

　

福
岡
県
の
粕
屋
郡
出
身
（
37
歳
）
で
す
。

五
木
村
に
来
る
前
は
、
福
岡
市
内
の
飲
食
店
で
働

い
て
い
て
、
休
み
の
日
に
料
理
教
室
を
開
催
し
た

り
、
自
分
の
作
っ
た
物
で
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

●
仕
事
（
勤
務
先
）
に
つ
い
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
現
在
役
場
の
ダ

ム
対
策
課
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
主
に
移
住
定
住
に
関
わ
る
業
務

で
、
役
場
に
来
る
移
住
の
問
い
合
わ
せ
の
対
応
や
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
業
務
。
移
住
者
の
フ
ォ

ロ
ー
等
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
に
関
す
る
業
務
は
五
木
村
の
人
口
に
直
接

的
に
関
わ
る
大
変
重
要
な
業
務
で
す
し
、
簡
単
な

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
事
を
コ
ツ
コ
ツ

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
移
住
者
交
流
会
等
の
企
画
も
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
な
か
な
か
思
う
様
に
実
行
で
き
て
い

議会の動き（1月～3月）
1
月

2
月

3
月

村人
インタビュー

阿
あ べ

部　早
さきか

加さん（竹の川）

よ
ろ
し
く
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す
! !
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次
回
の
定
例
会
は
６
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

　

今
春
卒
入
学
さ
れ

た
皆
様
、
ま
た
、
新

た
な
環
境
へ
と
ス

タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た

皆
様
に
、
心
よ
り
お

祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
今
年
も

梅
、
桃
、
桜
、
色
と
り
ど
り
の
花
々

が
美
し
く
咲
き
乱
れ
、
新
た
な
門

出
を
祝
福
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

反
面
、
心
安
ら
ぐ
は
ず
の
空
の

青
と
菜
の
花
の
黄
色
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
に
、
異
国
の
地
の
惨
状
と
深

い
悲
し
み
を
重
ね
合
わ
せ
た
日
々

で
あ
る
。

　

五
木
村
の
今
後
に
つ
い
て
も
、

ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
に
立

ち
向
か
っ
て
き
た
村
民
の
英
知
を

結
集
し
、
五
木
村
の
未
来
を
美
し

い
色
に
し
た
い
。
清
流
、
新
緑
の

青
。
そ
し
て
黄
金
色
に
輝
く
子
供

た
ち
の
笑
顔
。
大
人
た
ち
の
笑
顔
。

そ
れ
ら
を
守
る
た
め
、
我
々
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
。
冷
静
に
、
か

つ
ふ
る
さ
と
五
木
村
へ
の
熱
い
情

熱
を
胸
に
、
歩
み
を
進
め
た
い
。

中
村　

俊
也

笑顔あふれる五木っ子笑顔あふれる五木っ子
vol.9

　

ぼ
く
の
、
五
木
村
の
好
き

な
と
こ
ろ
は
、
山
で
す
。
春

か
ら
夏
の
間
は
緑
に
、
秋
に

は
カ
ラ
フ
ル
に
染
ま
り
ま
す
。

五
木
村
の
川
と
空
気
が
き
れ

い
な
の
も
、
こ
の
山
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
五
木
村
に
は
、
鹿
や

イ
ノ
シ
シ
が
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
五
木
村
の

き
れ
い
な
山
を
絶
対
に
な
く

さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

ご
み
を
す
て
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
す
。
ぼ
く
の
願
い

と
し
て
は
、
五
木
村
の
人
口

が
増
え
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
五
木
村
の
自
然
や
、
み

ん
な
が
好
き
で
す
。
自
然
が

好
き
な
理
由
は
、
山
に
か
こ

ま
れ
て
い
て
、
秋
に
は
紅
葉

し
、
春
に
は
桜
が
咲
い
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
清

流
日
本
一
の
川
辺
川
も
あ
っ

て
き
れ
い
だ
か
ら
で
す
。
夏

に
は
、
そ
の
清
流
川
辺
川
で

泳
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
五
木
東
小
学
校
の

み
ん
な
は
、
晴
れ
の
日
に
外

で
元
気
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
い
き
の
人
は
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
か
え
し

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
五
木
村
が
私
は

大
好
き
で
す
。

五
木
東
小
学
校　

５
年

髙た
か
た田

栄さ

と翔
さ
ん

五
木
東
小
学
校　

５
年

福ふ
く
し
ま島

凜り
ん
か珂

さ
ん

ぼくが好きな五木村五木村のすきなところ


